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【
⚟
ᓮ
⏫
立
⚟
ᓮ
西
中
学
校
の
取
組
】 

 
 

授
業
グ
㘓
を
取
る
意
࿡
は
授
業
ᨵ
ၿ

に
ᙺ
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
授
業
グ
㘓

は
、
子
ど
も
の
Ⓨ
言
の
࢟
䣺
ッ
チ
と
ၥ
い

㏉
し
に
よ
っ
て
ᑐ
ヰ
の
あ
る
授
業
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
道
徳
的
価
್
を

深
め
る
授
業
に
な
っ
て
い
る
か
を
᳨
ウ

す
る
材
ᩱ
と
な
る
。 

授
業
グ
㘓
を
取
る
に
は
人
員
が
ᚲ
要

と
い
う
ㄢ
㢟
を
ᢪ
࠼
な
が
ら
も
、
ࣟ
ー
ࢸ

ー
シ
䣼
ࣥ
授
業
を
⏕
か
し
て
一
つ
の
教

材
の
授
業
グ
㘓
を
஧
回
取
る
こ
と
で
᭷

ຠ
な
ၥ
い
㏉
し
の
意
ぢ
を
ฟ
し
ྜ
っ
て

い
る
。
一
回
目
の
授
業
で
は
ၥ
い
㏉
ࡏ
な

か
っ
た
こ
と
を
、
す
࡭
て
の
こ
と
は
で
き

な
い
に
し
て
も
ḟ
に
⏕
か
す
‽
ഛ
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業
グ
㘓
の
分
析
を

す
る
と
、
᭷
ຠ
な
Ⓨ
ၥ
で
は
な
か
っ
た
、

つ
ま
り
教
材
分
析
の
୙
༑
分
さ
、
さ
ら
に

教
材
の
ㄞ
み
を
深
め
る
ᚲ
要
性
に
Ẽ
௜

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
は
ࡎ
で
あ
る
。 

⚟
ᓮ
西
中
学
校
の
、
分
析
シ
ー
ト
に
よ

る
教
材
の
ㄞ
み
䢪
ᑐ
ヰ
の
あ
る
授
業
䢪

授
業
グ
㘓
の
䣓
ᚠ
環
䣔
は
、
道
徳
的
価
್

を
深
め
る
授
業
の
基
本
で
あ
る
。 

 
 

本
当
に
子
ど
も
の
Ⓨ
言
、
Ⓨ
言
の
⿬
に

あ
る
ᛮ
い
を
⪺
こ
う
と
す
る
と
⮬
↛
に

⇕
が
入
り
、
ഃ
に
ᐤ
り
た
く
な
る
。
子
ど

も
は
こ
ん
な
こ
と
を
⪃
࠼
て
い
る
ん
だ
、

す
ご
い
な
あ
と
共
に
⪃
࠼
る
道
徳
の
授

業
を
さ
ら
に
ᴦ
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

 

道
徳
教
育
実
践
推
進
協
議
会 

委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
本 

美
千
子 
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⚟
ᓮ
⏫
立
⚟
ᓮ
西
中
学
校
の
取
組
】 
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࿡
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ၿ
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ᙺ
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Ⓨ
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࢟
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ၥ
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ᑐ
ヰ
の
あ
る
授
業
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
道
徳
的
価
್
を

深
め
る
授
業
に
な
っ
て
い
る
か
を
᳨
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取
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ᚲ
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࠼
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ࢸ
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ࣥ
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⏕
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取
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᭷
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ၥ
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ྜ
っ
て

い
る
。
一
回
目
の
授
業
で
は
ၥ
い
㏉
ࡏ
な

か
っ
た
こ
と
を
、
す
࡭
て
の
こ
と
は
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⏕
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、
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の
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Ⓨ
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業
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を
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当
に
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の
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の
⿬
に
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り
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徳
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【
西
⬥
市
立
㔜
᫓
ᑠ
学
校
の
取
組
】 

 

道
徳
⛉
に
お
け
る
評
価
は
、
指
導
᪉

ἲ
の
工
夫
と
ྠ
時
に
ྛ
学
校
に
お
け
る

ႚ
⥭
の
ㄢ
㢟
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
㔜
᫓
ᑠ
学
校
に
お

け
る
実
践
研
究
の
≉
ᚩ
は
評
価
研
究
を

中
ᚰ
に
ᤣ
࠼
な
が
ら
も
、
ど
の
よ
う
に

授
業
を
๰
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
Ⅼ
を

ᚿ
ྥ
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

 

ඣ
❺
の
学
⩦
≧
ἣ
や
道
徳
性
に
ಀ
る

ᡂ
長
の
ᵝ
子
を
ど
の
よ
う
に
ぢ
取
る
の

か
、
よ
り
ල
体
的
に
は
学
⩦
ά
ື
の
中

で
評
価
の
ど
Ⅼ
を
㋃
ま
࠼
ど
の
よ
う
に

ぢ
取
る
の
か
に
つ
い
て
、
ඛ
⏕
᪉
の
ヨ

行
㘒
ㄗ
の
㐣
⛬
を
こ
の
事
౛
か
ら
ぢ
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
⩦
指
導
案
の

中
に
「
聴
き
合
う
山
場
」
や
⮬
分
⮬
㌟

を
᣺
り
㏉
る
ሙ
が
タ
ᐃ
さ
れ
て
い
る
。

も
ࡕ
ろ
ん
、
ಶ
ู
の
ࣄ
࢔
リ
ࣥ
ࢢ
の
実

᪋
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
ᅛ
ᐃ

的
に
ᤊ
࠼
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た

だ
、「
聴
き
合
い
、
考
え
を
深
め
て
い
る

子
ど
も
達
の
姿
」
を
ぢ
取
ろ
う
と
す
る

と
、
⮬
ࡎ
と
授
業
の
ᵓ
᝿
段
㝵
で
し
っ

か
り
と
し
た
教
材
研
究
や
Ⓨ
ၥ
の
ྫྷ

࿡
、
ᒎ
㛤
の
工
夫
な
ど
が
ồ
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。 

 

㔜
᫓
ᑠ
学
校
の
ᙉ
み
は
、
そ
の
よ
う

な
研
究
推
進
に
┤
ྥ
き
に
取
り
組
む
ඛ

⏕
᪉
一
人
一
人
の
姿
勢
に
あ
る
。
᫝
㠀
、

㔜
᫓
ᑠ
学
校
で
の
研
修
会
の
ᵝ
子
を
一

度
ご
ぴ
い
た
だ
き
た
い
と
さ
࠼
ᛮ
う
。

真
๢
さ
ࡺ
࠼
に
ཝ
し
い
け
れ
ど
、
⇕
意

が
ఏ
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
し
っ
か
り

と
し
た
ཧ
加
者
の
͆
学
ࡧ
͇
が
あ
る
。 

 

道
徳
教
育
実
践
推
進
協
議
会 

๪
委
員
長 

㇂
⏣ 

ቑ
ᖾ 
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【
西
⬥
市
立
㔜
᫓
ᑠ
学
校
の
取
組
】 
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⛉
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ྠ
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ྛ
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ႚ
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24実践事例



 

【
加
西
市
立
泉
中
学
校
の
取
組
】 

  

学
校
と
し
て
道
徳
教
育
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
か
を
明
確
に
し
て
こ
そ
教
育
は
本

物
に
な
る
。
教
育
の
一
番
の
環
境
は
教
員
だ

と
し
、
教
員
の
人
間
性
の
深
さ
と
質
を
大
切

な
も
の
と
し
て
道
徳
教
育
に
取
り
組
む
姿
勢

が
、
継
続
で
き
て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
ろ

う
。 年

度
ご
と
に
教
員
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る

中
で
、
研
究
を
始
め
た
時
の
推
進
体
制
を
維

持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
若
手
教
員
を
道

徳
担
当
に
指
名
す
る
こ
と
、
年
間
５
回
に
わ

た
る
授
業
研
究
会
も
、
学
期
ご
と
に
意
図
を

も
っ
て
授
業
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
学
校
と

し
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
証

で
あ
る
。 

ま
た
、
目
指
す
授
業
や
授
業
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
共
通
理
解
事
項
を
基
に
普
段
か
ら
道
徳

の
授
業
を
も
と
に
し
た
研
修
を
積
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
、
提
案
授
業
の
前
に
は
、
学
年
で

教
材
分
析
を
し
、
指
導
案
を
練
り
上
げ
る
協

力
体
制
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
助
言
者
制
度

も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
板
書
の
写
真
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
整
理
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
評
価

に
つ
い
て
も
担
任
一
人
で
な
く
、
学
年
、
学

校
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。 

三
代
の
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

に
研
究
推
進
委
員
会
、
道
徳
部
会
を
核
と
し

て
全
員
で
積
み
上
げ
て
き
た
道
徳
教
育
、
道

徳
の
時
間
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

の
内
面
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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徳
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教
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本

物
に
な
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。
教
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の
一
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の
環
境
は
教
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だ

と
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の
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と
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を
大
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な
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と
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取
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ろ

う
。 年

度
ご
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教
員
の
入
れ
替
わ
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が
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を
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持
し
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そ
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を
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期
ご
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っ
て
授
業
者
を
指
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す
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こ
と
が
学
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と

し
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
証

で
あ
る
。 

ま
た
、
目
指
す
授
業
や
授
業
の
チ
ェ
ッ
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な
ど
共
通
理
解
事
項
を
基
に
普
段
か
ら
道
徳

の
授
業
を
も
と
に
し
た
研
修
を
積
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
、
提
案
授
業
の
前
に
は
、
学
年
で

教
材
分
析
を
し
、
指
導
案
を
練
り
上
げ
る
協

力
体
制
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
助
言
者
制
度

も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
板
書
の
写
真
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
整
理
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
評
価

に
つ
い
て
も
担
任
一
人
で
な
く
、
学
年
、
学

校
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。 

三
代
の
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

に
研
究
推
進
委
員
会
、
道
徳
部
会
を
核
と
し

て
全
員
で
積
み
上
げ
て
き
た
道
徳
教
育
、
道

徳
の
時
間
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

の
内
面
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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ͳ学校（２２）

自由を大切にし、自律ᆋに判断し、責任のある行動をするこ
と。

誠実に明るい心で生活すること。

安全に気を付けることや、生活ᑹ੶の大切さについて理解し、
自分の生活を見直し、節度を守り節制に心掛けること。

望ましい生活ᑹ੶を身に付け、心身の健康のܾ進をۈり、節度
を守り節制に心掛け、安全で៣ؤのある生活をすること。

節度、節制

自分の特徴を知って、ᇷ所を改め長所を伸ばすこと。
自ࣾを見つめ、自ࣾの向͢をۈるとともに、個性を伸ばして充
実した生き௻をᥖ๪すること。

向͢心、個性の伸長

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、ۆᭇがあってもくじ
けずに努力して物事をやり抜くこと。

より高い目標をឥࠪし、その達ષを目ଣし、希望と勇気をも
ち、ۆᭇやݿ௔を΅りᢪえて着実にやり᥻ἣること。

希望と勇気
ҭࣾと強い意志

真理を大切にし、物事を探究しようとする心をもつこと。
真実を大切にし、真理を探究して௹しいものを生みԅそうと
努めること。

真理の探究
Իᥬ

誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立ܣに立って親切
にすること。

日々の生活が家族や過ׇからのݳくの人々の支え合いや助
け合いでષり立っていることに感謝し、それに৓えること。

షとܣをわきまえて、礼儀正しく真心をもって接すること。 礼儀の意義を理解し、షとܣに৓じたᦕ切な言動をとること。 礼儀

友達と互いに信頼し、学び合って友情を໿め、異性についても
理解しながら、人᫐関Лを築いていくこと。

友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに
Ւまし合い、高め合うとともに、異性についての理解を໿め、
ਧみやᗶᙯもᎷᰱしながら人᫐関Лを໿めていくこと。

友情、信頼

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、᠍ᚋな心をもち、
हい心で自分と異なる意見や立ܣを尊重すること。

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それἯれの個性
や立ܣを尊重し、いろいろなものの見௻や考え௻があること
を理解し、寛容の心をもって᠍ᚋに他に学び、自らを高めてい
くこと。

相互理解、寛容

ຢやきまりの意義を理解した͢で進んでそれらを守り、自他の
෉ԙを大切にし、義գを್たすこと。

ຢや決まりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そ
のよりよい在り௻について考え、自他の෉ԙを大切にし、義գ
を್たして、規律ある安ࠪした社会の実現に努めること。

ᦚຢ精神、公৅心

誰に対してもࣽ別をすることやћ見をもつことなく、公正、公
平な態度で接し、正義の実現に努めること。

正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、ࣽ別やћ見
のない社会の実現に努めること。

公正、公平、社会正義

社会׈ᄏの意ᠡと社会᥯कの自᝻を高め、公共の精神をもっ
てよりよい社会の実現に努めること。

社会׈ᄏ、公共の精神

勤労の尊さや意義を理解し、ࡦಶの生き௻について考えを໿
め、勤労をᥨじて社会にᡞၿすること。

勤労

父母、祖父母を敬愛し、家族のरせを๪めて、進んで役に立つ
ことをすること。

父母、祖父母を敬愛し、家族の͜ـとしての自᝻をもって充実
した家庭生活を築くこと。

家族愛、家庭生活の充実

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい
学級や学校をつくるとともに、ණ々な集団のͳでの自分の役
Ըを自᝻して集団生活の充実に努めること。

௖ओや学校の人々を敬愛し、学級や学校の͜ـとしての自᝻
をもち、協力し合ってよりよい校ᯕをつくるとともに、ණ々な
集団の意義や集団のͳでの自分の役Ըと責任を自᝻して集
団生活の充実に努めること。

よりよい学校生活、
集団生活の充実

郷土の伝統と文化を大切にし、社会にࡿくした先人や高齢者
に尊敬の念を໿め、۟܌社会の͜ـとしての自᝻をもって郷
土を愛し、進んで郷土のᆃ࢏に努めること。

郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度

優れた伝統のᏏ૤と௹しい文化のԻᥬにᡞၿするとともに、
日ಙ人としての自᝻をもって国を愛し、国家及び社会のজષ
者として、そのᆃ࢏に努めること。

我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度

他国の人々や文化について理解し、日ಙ人としての自᝻を
もって国際親善に努めること。

世ᄖのͳの日ಙ人としての自᝻をもち、他国を尊重し、国際ᆋ
᝸᧹に立って、世ᄖの平ؤと人ᯌのᆃ࢏にͥࡀすること。

国際理解、国際ᡞၿ

生命がݳくの生命のつながりのͳにあるかけがえないもので
あることを理解し、生命を尊重すること。

生命の尊さについて、その᥯Ꮠ性やಇ᫿性なども؀めて理解
し、かけがえのない生命を尊重すること。

生命の尊さ

自然のњ大さを知り、自然ჟܻを大切にすること。
自然の崇高さを知り、自然ჟܻを大切にすることの意義を理
解し、進んで自然の愛護に努めること。

自然愛護

美しいものや気高いものに感動する心や人᫐の力をᢩえたも
のに対する畏敬の念をもつこと。

美しいものや気高いものに感動する心をもち、人᫐の力をᢩ
えたものに対する畏敬の念を໿めること。

感動、畏敬の念

よりよく生きようとする人᫐の強さや気高さを理解し、人᫐と
して生きる喜びを感じること。

人᫐には自らのইさや᧦さをҭಉする強さや気高く生きよう
とする心があることを理解し、人᫐として生きることに喜びを
見いἱすこと。

よりよく生きる喜び

働くことや社会にއ仕することの充実感をؘわうとともに、
その意義を理解し、公共のために役に立つことをすること。

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力を知り、国
や郷土を愛する心をもつこと。

ͳ学校

自主、自律、
自由と責任

自律の精神を重んじ、自主ᆋに考え、判断し、誠実に実行して
そのᎺ್に責任をもつこと。

思いやり、感謝
思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支え
やݳくの人々の善意により日々の生活や現在の自分があるこ
とに感謝し、進んでそれに৓え、人᫐愛の精神を໿めること。

小学校第ộ学年及び第Ớ学年（２２）

、 、
自由と責任

よいことと悪いこととの区別をし、よいと思うことを進んで行
うこと。

正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。

正直、誠実
うそをついたりごまかしをしたりしないで、素直に伸び伸びと
生活すること。

過ちは素直に改め、正直に明るい心で生活すること。

節度、節制
健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整
え、わがままをしないで、規則正しい生活をすること。

自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて
行動し、節度のある生活をすること。

個性の伸長 自分の特徴に気付くこと。 自分の特徴に気付き、長所を伸ばすこと。

希望と勇気
努力と強い意志

自分のやるべき勉強や仕事をしっかり行うこと。
自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志をもち、粘り
強くやり抜くこと。

真理の探究

親切、思いやり 身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。 相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

感謝 家族など日頃世話になっている人々に感謝すること。
家族など生活を支えてくれている人々や現在の生活を築い
てくれた高齢者に、尊敬と感謝の気持ちをもって接すること。

礼儀
気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作などに心掛けて、明るく接
すること。

礼儀の大切さを知り、誰に対しても真心をもって接すること。

友情、信頼 友達と仲よくし、助け合うこと。 友達と互いに理解し、信頼し、助け合うこと。

相互理解、寛容
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理
解し、自分と異なる意見も大切にすること。

規則の尊重 約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にすること。 約束や社会のきまりの意義を理解し、それらを守ること。

公正、公平、社会正義 自分の好き嫌いにとらわれないで接すること。
誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態度で接するこ
と。

家族愛、家庭生活の充実
父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族の
役に立つこと。

父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合って楽しい家庭
をつくること。

よりよい学校生活、集団
生活の充実

先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や学校の生活を
楽しくすること。

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい学
級や学校をつくること。

国際理解、国際親善 他国の人々や文化に親しむこと。 他国の人々や文化に親しみ、関心をもつこと。

生命の尊さ 生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすること。 生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。

自然愛護 身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接すること。
自然のすばらしさや不思議さを感じ取り、自然や動植物を大
切にすること。

感動、畏敬の念 美しいものに触れ、すがすがしい心をもつこと。 美しいものや気高いものに感動する心をもつこと。

よりよく生きる喜び

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、国や郷土を愛する心
をもつこと。

Ｄ
主

１９） 小学

Ａ

Ｂ
主

と

と

伝統と文化の尊重、国
や郷土を愛する態度

我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもつこと。

勤労、公共の精神 働くことのよさを知り、みんなのために働くこと。 働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働くこと。

Ａ

Ｂ
主

と

と

Ｄ
主

１９） 小学
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ͳ

自由を大切にし、自律ᆋに判断し、責任のある行動をするこ
と。

誠実に明るい心で生活すること。

安全に気を付けることや、生活ᑹ੶の大切さについて理解し、
自分の生活を見直し、節度を守り節制に心掛けること。

望ましい生活ᑹ੶を身に付け、心身の健康のܾ進をۈり、節度
を守り節制に心掛け、安全で៣ؤのある生活をすること。

節度、節制

自分の特徴を知って、ᇷ所を改め長所を伸ばすこと。
自ࣾを見つめ、自ࣾの向͢をۈるとともに、個性を伸ばして充
実した生き௻をᥖ๪すること。

向͢心、個性の伸長

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、ۆᭇがあってもくじ
けずに努力して物事をやり抜くこと。

より高い目標をឥࠪし、その達ષを目ଣし、希望と勇気をも
ち、ۆᭇやݿ௔を΅りᢪえて着実にやり᥻ἣること。

希望と勇気
ҭࣾと強い意志

真理を大切にし、物事を探究しようとする心をもつこと。
真実を大切にし、真理を探究して௹しいものを生みԅそうと
努めること。

真理の探究
Իᥬ

誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立ܣに立って親切
にすること。

日々の生活が家族や過ׇからのݳくの人々の支え合いや助
け合いでષり立っていることに感謝し、それに৓えること。

షとܣをわきまえて、礼儀正しく真心をもって接すること。 礼儀の意義を理解し、షとܣに৓じたᦕ切な言動をとること。 礼儀

友達と互いに信頼し、学び合って友情を໿め、異性についても
理解しながら、人᫐関Лを築いていくこと。

友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに
Ւまし合い、高め合うとともに、異性についての理解を໿め、
ਧみやᗶᙯもᎷᰱしながら人᫐関Лを໿めていくこと。

友情、信頼

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、᠍ᚋな心をもち、
हい心で自分と異なる意見や立ܣを尊重すること。

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それἯれの個性
や立ܣを尊重し、いろいろなものの見௻や考え௻があること
を理解し、寛容の心をもって᠍ᚋに他に学び、自らを高めてい
くこと。

相互理解、寛容

ຢやきまりの意義を理解した͢で進んでそれらを守り、自他の
෉ԙを大切にし、義գを್たすこと。

ຢや決まりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そ
のよりよい在り௻について考え、自他の෉ԙを大切にし、義գ
を್たして、規律ある安ࠪした社会の実現に努めること。

ᦚຢ精神、公৅心

誰に対してもࣽ別をすることやћ見をもつことなく、公正、公
平な態度で接し、正義の実現に努めること。

正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、ࣽ別やћ見
のない社会の実現に努めること。

公正、公平、社会正義

社会׈ᄏの意ᠡと社会᥯कの自᝻を高め、公共の精神をもっ
てよりよい社会の実現に努めること。

社会׈ᄏ、公共の精神

勤労の尊さや意義を理解し、ࡦಶの生き௻について考えを໿
め、勤労をᥨじて社会にᡞၿすること。

勤労

父母、祖父母を敬愛し、家族のरせを๪めて、進んで役に立つ
ことをすること。

父母、祖父母を敬愛し、家族の͜ـとしての自᝻をもって充実
した家庭生活を築くこと。

家族愛、家庭生活の充実

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい
学級や学校をつくるとともに、ණ々な集団のͳでの自分の役
Ըを自᝻して集団生活の充実に努めること。

௖ओや学校の人々を敬愛し、学級や学校の͜ـとしての自᝻
をもち、協力し合ってよりよい校ᯕをつくるとともに、ණ々な
集団の意義や集団のͳでの自分の役Ըと責任を自᝻して集
団生活の充実に努めること。

よりよい学校生活、
集団生活の充実

郷土の伝統と文化を大切にし、社会にࡿくした先人や高齢者
に尊敬の念を໿め、۟܌社会の͜ـとしての自᝻をもって郷
土を愛し、進んで郷土のᆃ࢏に努めること。

郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度

優れた伝統のᏏ૤と௹しい文化のԻᥬにᡞၿするとともに、
日ಙ人としての自᝻をもって国を愛し、国家及び社会のজષ
者として、そのᆃ࢏に努めること。

我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度

他国の人々や文化について理解し、日ಙ人としての自᝻を
もって国際親善に努めること。

世ᄖのͳの日ಙ人としての自᝻をもち、他国を尊重し、国際ᆋ
᝸᧹に立って、世ᄖの平ؤと人ᯌのᆃ࢏にͥࡀすること。

国際理解、国際ᡞၿ

生命がݳくの生命のつながりのͳにあるかけがえないもので
あることを理解し、生命を尊重すること。

生命の尊さについて、その᥯Ꮠ性やಇ᫿性なども؀めて理解
し、かけがえのない生命を尊重すること。

生命の尊さ

自然のњ大さを知り、自然ჟܻを大切にすること。
自然の崇高さを知り、自然ჟܻを大切にすることの意義を理
解し、進んで自然の愛護に努めること。

自然愛護

美しいものや気高いものに感動する心や人᫐の力をᢩえたも
のに対する畏敬の念をもつこと。

美しいものや気高いものに感動する心をもち、人᫐の力をᢩ
えたものに対する畏敬の念を໿めること。

感動、畏敬の念

よりよく生きようとする人᫐の強さや気高さを理解し、人᫐と
して生きる喜びを感じること。

人᫐には自らのইさや᧦さをҭಉする強さや気高く生きよう
とする心があることを理解し、人᫐として生きることに喜びを
見いἱすこと。

よりよく生きる喜び

働くことや社会にއ仕することの充実感をؘわうとともに、
その意義を理解し、公共のために役に立つことをすること。

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力を知り、国
や郷土を愛する心をもつこと。

自主、自律、
自由と責任

自律の精神を重んじ、自主ᆋに考え、判断し、誠実に実行して
そのᎺ್に責任をもつこと。

思いやり、感謝
思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支え
やݳくの人々の善意により日々の生活や現在の自分があるこ
とに感謝し、進んでそれに৓え、人᫐愛の精神を໿めること。

２２） ͳ２２）
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